４年生社会科

亀田郷の未来，そして世界へ

佐野　藤三郎さんの　ことば
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佐野さんの出身地，東区木戸にあるすわ神社のけいだいに，佐野さんの亀田郷への思いをしるした石ひがあります。（昭和４６年に作られた石ひです。）


※　意味をかえず、わかりやすく書き直したもの


です。





亀田郷はまわりを水にかこまれ、おいしげるあしと水鳥の鳴く�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 10(ていち),低地)�であった。人々は水をふせぐ方法もなく、どろ


沼のような深い田にこしまでつかって、「これもしかたないか…」と思いながら米作りをしていた。こう水の時のひがいはすさまじく、たとえようもない。


しかし水とのたたかいは、ふるさとを愛する心と人々の結びつきを強めた。排水機場を作る時は、材料が足りない、土がゆるいなど�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(くろう),苦労)�は多かったが、寒さにふるえながらくわやすきをもって米作りをする人々の姿を思い出してがんばった。新潟地しんの時は、地面がわれ、田んぼが波うち、排水機場もこわれ、悪いゆめのようであった。われをわすれてあせを流してがんばった。


今、古くてなつかしいものが次々と姿を消そうとしているが、人々がふるさとを愛した「けっしょう」（今の亀田郷のゆたかなすがた）は、永遠になくなることはない。


昭和４６年１１月３日　　　　　　　亀田郷土地改良区理事長


佐野　藤三郎


　








